
 
 

先取り「次の時代に必要な力」 
校長  山村 健史 

 

 日本の公立学校は全国どこの学校でも一定の教育水準が保てることを目的として文部科学省が作成した

「学習指導要領」というものに示されたものを基準に教育活動を行うことになっています。本校ももちろ

んこれをもとに教育課程を編成しています。約１０年のスパンで改訂されますが、今回と前回の「学習指

導要領」作成の中心となった人が「合田哲雄」さんという方で、現在文化庁（文部科学省の外局）の次長

をしています。先日この方の文章を目にしましたが、そこではこの次の「学習指導要領」（おそらく令和９

年頃改訂）でＡＩが当たり前となった時代に必要な力が４つあって、それは前回の「学習指導要領」改訂

の時から議論していることであり、ぜひ実現したいと言っています。これまでの流れからおそらくその４

つの力が学校教育のみならず子どもに身につけさせることを求められることになると予想されます。その

４つの力を以下に記します。 

 

①生成ＡＩが提示した文章やテキストに対して直感的におかしいと感じるセンスや知識。 

②自分で問いを立てる力。与えられた問いに瞬時に答えるよりも仮説や問いを立てる方が大事。 

③身体感覚。触覚、視覚、嗅覚、聴覚を通して人間はそれを言語化し知性に昇華する。これはＡＩに絶対

できないこと。 

④互いの立場というものを十分認識しながら言葉を交わすことによってその間に知性が立ち上がる。知性

は一人の人間の頭の中に閉じ込めておくものではなくて対話の中で磨かれる。これもＡＩにはできない。 

 

 それぞれに私なりの解説をします。①についてですが、おかしいと感じるにはその基盤として文章が書

けたりいろいろな文章を読んだりする経験が大切でしょう。②については、現在テストや試験は問いに答

えるものが圧倒的で、問いを立てる試験はあまりないので、意識してそういう機会をもつことが必要でし

ょう。③については、自分の目耳鼻口手足で感じ取ったものを言葉に表すことを日常的にしてみるのもい

いでしょう。例えばですが、ダイヤモンドダストのような自然現象を体験したときの状況や感想を言葉に

してみるなどは使えそうです。④は今現在学校でも力を入れて授業で取り扱っています。対話そのものの

内容だけでなく相手の表情や様子からさまざまなことを推し量ることも大切にしたいところです。 

 

 この①から④の力を子どもたちが身につけるためには、まず大人である教職員や保護者の皆さまが、こ

れまで自分が歩んできて当たり前と思っている学校観や教育観を見直し、新しい観点で子どもとかかわり

触れ合うことが大切なように感じます。時代に取り残されることなく、子どもたちが未来を切り拓いてい

けるようにしてあげられるといいなと思います。 

  

2023 年度 学校だより 

令和６年２月２７日 

千歳小学校 第１２号 

 

 
    

 

 千歳小 HP/URL…https://chitose-edu. jp/chitose-e/ 

 

 千歳小では、家庭学習の内容充実や意識の向上を図るため、７月・１１月・２月の年３回、全校の
お手本となる取組をした児童を表彰しています。表彰した皆さんの家庭学習ノートは、１階玄関ホール
の長テーブルにファイルしてありますので、ぜひご覧ください。今回は１９名の児童が表彰されまし
た。おめでとうございます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな行事予定 ＆ 

1 金 A 
全校朝会 S(認証式)  

TRY マスター10 表彰 

2 土    

3 日   

4 月 A
お別れ集会 清掃用具点検週間(～８日)  

ALT           育成指導 
 

5 火 A 図書ボランティア 心 

6 水 B きらめきタイム 2９（算） 職員会議日 

7 木 A ALT ピカルンデー 心 

8 金 A   

9 土    

10 日       

11 月 A 清掃強化週間・図書整理週間(～１５日) ALT 心 

12 火 A 卒業式練習①(45年生１時間) ALT  

13 水 B 
卒業式練習②(456 年生１時間) 

きらめきタイム３０（国）  

14 木 A 
卒業式練習③(456 年生 2 時間)  

ピカルンデー 
心 

15 金 A ALT  

16 土     

17 日    

18 月 A 前日準備(４･５年生)  

19 火 変 第 134 回卒業式(1～3 年休業日)  

20 水  春分の日  

21 木 A ピカルンデー 心 

22 金 B 職員会議日    

23 土    

24 日    

25 月 変 
４時間授業給食なし 修了式・離任式 

マチコミ定期配信 
 

26 火  年度末休業  

27 水    

28 木    

29 金    

30 土    

31 日    

3 月 19 日（火）は第 134 回卒業式です。今年
は 4・5 年生が在校生代表として参列します。1～
3 年生はお休みとなりますが、お世話になった 6
年生に感謝する 1 日 
にしましょう。 

6 年生の保護者へ 
は別途卒業式のご案 
内を配付しております。 
詳細はそちらをご覧く 
ださい。 
 

楽しかったよ！あおばランド 
  
 １５日（木）に、２年生が「あお
ばランド」を開催しました。１年生
にゲームで楽しんでもらうため、こ
の日に向けて生活科の時間に準備を
進めていきました。学年全員が力を
合わせて１年生を喜ばせることがで
きました。招待された１年生も、マ
ナーを守って活動することができま
した。１・２年生の成長を感じた時
間となりました。 

 21日（水）の午前中、5年生 
を対象に千歳科学技術大学の学生 
が理科の実験授業を行ってくれま 
した。今回は「虹」についての学 
習でした。小グループに分かれて、 
光の屈折など、わかりやすく説明 
をしてくれました。実験を通して、 
科学の面白さを体験しました。 
 

仲よし会の新年度前期役員が決定 
  
 １５日（木）に仲よし会選挙が行われ、新年度前期の
役員が決まりました。今回から選挙の方法も変わり、学
年ごとに立会演説会を行い、その学年の中から役員を選
出しました。どの候補者もわかりやすい公約を掲げてい
て、「学校をもっとよくしたい。」という情熱がしっかり
伝わる立派な演説会になりました。次年度の千歳小学校
をより良くするために役員の皆さん、どうぞよろしくお
願いします。 

令和６年度 前期仲よし会 役員 

会 長 ５年２組 清藤 日南子さん 

副会長 ５年１組 矢部 慎也さん 

副会長 ４年２組 三好 秀斗さん 

書 記 ４年１組 河原崎 汐莉さん 

書 記 ３年１組 大野 鈴心さん 

 

３月は、帰宅時刻が１７時００分
に変わります。 

 

 今年の冬は例年にない暖冬でした。リンク上でスケー

ト学習は一度しかできなかった学年が多くありました。

これも地球温暖化の影響なのでしょうか？次年度以降も

心配になります。保護者のみなさまには準備等でご協力

いただき、ありがとうございました。 

令和６年度始業式は 

４月６日（土）です。 

8:40 6 年生登校 
9:00 4・5年生登校 
9:30 保護者受付開始 
10:00 卒業式開始 
11:40 卒業生見送り 

 


